
活⽤事例② 事業者による再⽣可能エネルギーの導⼊

【事業者】株式会社シーエナジー、⽇本⾚⼗字社諏訪⾚⼗字病院

【事業名】地域災害拠点病院における複合再⽣可能エネルギー⾯的導⼊事業

【事業地】⽇本⾚⼗字社諏訪⾚⼗字病院 新管理棟
→管理棟新築にあたり、院内のエネルギー供給設備を整備

【活⽤エネルギー】地中熱、下⽔熱、空気熱、排熱

年間熱源エネルギー使⽤量のうち、約60％に再⽣可能エネルギーを活⽤
内訳 地中熱・下⽔熱 → 31％

空気熱 → 9％
排熱 → 20％

【CO２削減効果】
610ｔ-CO２/年 ※1ｔ-CO２＝深さ1.5ｍの25ｍプール1杯分に相当
削減率 53.4％

諏訪市内の再⽣可能エネルギー活⽤事例

事業概要

諏訪市の事業⽀援
■平成28年10⽉2⽇開催「くらしいきいきエコフェスタ」内で、市⺠への事業説明

会を開催。

■地中熱導⼊にあたり、諏訪市が平成27年度に作成した「諏訪市地中熱利⽤潜在量
マップ」が活⽤されました。

■平成29年度⼯事は、国庫補助採択を受けた事業として、「諏訪市再⽣可能エネル
ギー等導⼊設置補助⾦（区分４ 再⽣可能エネルギー利⽤システム※）を申請
し、市から補助⾦を交付しました。
※区分４は、国または⻑野県が補助する事業のみ対象




















